   
 
 
   ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトは運命という言葉が嫌いだ。￼
   本来とは常に己の意思と行動の結果拓かれるものであり、あらかじめ全ての物事が定め
られたとおりに流れていくだけなら、人は人生になんの意味も見出すことができなくなっ
てしまうだろう。
   だからユリスは自分の友人たちに悲劇が襲い掛かった時、なによりもまず自分自身に対
して強い怒りをおぼえた。王女であるのに、なにもできない無力な自分に。
   そして同時に、誓いを立てた。大切なものをこれ以上の悲劇から守ること、そして失っ
たものを取り戻すこと。
   少なくとも、今のところ前者の誓いはなんとか守れている。
   だか、後者は──
「オーフェリア······」
   ユリスは親友の名をつぶやくと、宝物のハンカチにそっと指を寄せた。その瞳は机の上
に飾られた、一枚の写真へ向けられている。懐かしき、遠い故郷の友人たち。
「──っと、いかんな、そろそろ支度をしないと朝食を食べそびれてしまう」
   らしくもない感傷に浸っていた自分に苦笑しつつ、窓を開く。
   早朝の爽やかな空気が、やや強い風と共に吹き込んできた。それを肺一杯吸い込み、
大きく深呼吸をして踵を返す。まずは早く着替えてしまおう。
   しかし制服を持ってパウダールームへ向かい、着替え始めたところで、ごうっという強
 
 
 
 
い風が部屋で渦を巻くのを感じた。部屋中狭しと置かれた植物の葉が一斉にざわめき立
つ。
   ふいに胸騒ぎを覚えたユリスが顔を出して覗いてみると、ちょうど机の上に置いたハン
カチがふわりと風にさらわれたところだった。
   それが窓の外へ飛ばされていくのを見たユリスは慌ててパウダールームを飛び出て追い
かけようとしたが、すぐに自分の格好に気がつき、舌打ちする。
「ええい！   よりにもよって、どうしてこんな時に······！」
   まさか下着姿のまま、外へ飛び出すわけにもいかない。
「とにかく、遠くまで飛ばされないうちに追いかけねば······！」
   手にした制服を超特急で身につけようと、スカートへ足を通しかけたその時──
「えっと、こんなところからすいません。ひょっとしてさっき、ハンカチを······」
   どこかのんびりとした穏やかな声が、ユリスの部屋へ響いた。
 
 
 
 
   ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトは運命という言葉が嫌いだ。だから当然、
巡り合わせなどというものも信じてはいない。
   しかしそれは確かに、ユリスの未来を大きく変えることになる一人の少年との、数奇で
奇跡的な──運命の出会いだった。
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